
日時：令和４年７月１４日（木）　１４時～

場所：豊岡公民館
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1

　令和３年度で小百小学校が閉校になりました。
　県内では廃校になった学校の8割が体育館をスポーツ
施設や付随する施設として活用してるようです。
　将来的に人が繋がるような取り組みをしていただきた
いと思います。地元としては、道の駅的な形等での活用
を検討していただきたいです。

　小百小学校については、民間の企業等にどのような形
で利活用できるか提案を受ける予定です。
　その後、民間企業等から出された提案を地域のために
なるか、また、地域振興に当たるか等を審査した上で決
定していきます。

ー

2

　杉並木鑑賞公園から旧国道１２１号を今市方面に向かい
約２００メートルのところに杉並木が根がついたまま倒れ
かかっている状況です。
　カラーコーンや赤色灯、危険防止の柵はありますが、追
突事故や接触事故の危険があり、連日、地域住民からど
うにかならないのかとの苦情があります。
　危険な状態のため何とかしていただきたいです。

　国道１２１号旧道敷については、日光土木事務所が管理
しております。日光土木事務所からの情報では、今年２月
に杉並木が国道側に斜めに倒れかかっていることを確認
し、鋼性のバリケードで安全対策を行いました。また、杉
並木にいくつか車両が擦った形跡が見られたため、近く
の電線から電気を引き電飾のデリネータを設置し注意喚
起を行っているところです。
　一方で杉並木の所有者である東照宮では、今以上の傾
斜にならないようワイヤーで隣接する杉並木に固定をし
倒木を避ける対策をとっているところです。
　杉並木は特別記念物と史跡の二重指定を受けている文
化財史跡となっています。東照宮としては、まだ生きてい
る木で健全な木と判断しているため伐採ができない状況
です。
　現状では道路管理者の日光土木事務所、交通管理者の
今市警察署、杉並木の保全を担当する日光市や栃木県の
文化財課と協議をしているところです。
　日光土木事務所としては、今の状態を継続することに
なりますが、杉並木が斜めになっている角度を定期的に
測定し、傾きが大きくなるようであれば東照宮に伐採の
依頼をするとのことです。

ー
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3

　轟小学校の統廃合が一番の問題でしたが、代表者会議
では継続が良いという意見でまとまりました。
　７３戸ぐらいの小さな集落なので、子ども達の声が聞こ
えたり、音楽が聞こえたりするのは地域の活性化の要因
になっています。もし、小学校がなくなれば過疎化が進ん
でしまいます。
　教育委員会との協議の結果、継続が決まり、住民として
安堵しています。地域としては学校が繁栄するよう奉仕
活動等に協力していきたいと思います。

　轟小学校については、令和元年度から１０回にわたり地
元の方に検討をしていただきました。検討会の意向を受
け止め、このまま継続を考えています。
　教育委員会としては、地元のコミュニティや学校の役割
を考えつつも、子ども達にとっての学習環境を今後も考
えていきたいと思います。
　今後の状況によっては、また改めて学校の適正配置に
ついて考えていきたいと思います。

ー

4

　今日の講話を聞いて日光市全体としてすごい危機的な
状況になっていると感じました。
　特に人口減少ですが、１５歳以下の人口は合併当時に比
べ５割減とはすごいことだと思いました。
　栗原地区では再来年には小学校に通う子どもは５人に
なってしまうようです。今の小学校の各学年の人数が２０
数人と、危機感があります。
　対応をしようと思うと根本的・財政的・資本的な対応が
必要なのかと思います。是非頑張っていただきたいと思
います。

　人口減少は本当に深刻な問題です。要因は何か、庁内
に設けた未来研究所で色々と分析をしていきます。
　対策の具体案では、まずは企業誘致が有効です。しかし
轟工業団地は全部埋まり、日光産業団地は７割方が獨協
医科大学病院日光医療センターの移転で占められること
になります。残った敷地に企業誘致ができたとしても人
口の激増につながるかは難しいといえます。
　新たな産業団地の整備には財政負担が大きく、県との
折半ルールで半分を市が賄わなければなりません。空き
地を利用した企業誘致を進め、少ない財政負担で企業を
増やしていきたいと考えます。

ー
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　豊岡公民館ではハイキングや趣味の講座があり、参加
をしています。
　以前は保険料を払えばバスは無料で出してもらえたの
ですが、日光市も財政が大変なので、これからは少しくら
いは参加費を払っても良いと思っています。
　みんなで集り、おしゃべりすることは元気の素となるの
で、講座の回数を増やしてほしいです。

　常にお金が必要かということではなく、市の保健師が
健康体操をやるなど様々な工夫や試みを、庁内で横断的
に検討しながら進めていきます。
　地域力の維持にはコミュニティが大事だといえます。少
し元気がない方がいたら元気な方が誘い出しの声掛けを
してもらうなど、こんな時期だからこそ互助・共助の力を
是非発揮していただきたいと思います。

ー
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　市内の中学校の部活動は土、日曜日のどちらかが休み
で、土曜日は午前中だけとか、先生方の働き方改革の点
からその状況になっていると思います。
　小学校の部活動は、指導者が保護者や第三者で、休日
は朝から、平日は暗くなるまでと充実していますが、中学
校は時間が制限されています。
　また、小学校のグランドは市の公民館を通して借用で
きますが、中学校は借用できません。
　部活動に関しては、体育指導者研修等を受けた保護者
が、先生方が指導しなくても土、日曜日の指導は可能な
のでしょうか。

　中学校の部活動は文部科学省の指導により、平日は週
２日休みを取り、土、日曜日のいづれかは休みで、活動時
間は４時間程度と制限をしています。これは教員の働き
方改革が大きな趣旨ですが、勝利主義とか、過剰な指導
も課題となっています。
　子ども達の健康や安全の面でも少し行き過ぎた所があ
るとの反省をふまえ、部活動を少し制限しながら健全に
というところが大きな狙いです。
　文部科学省では令和５年度を目安に中学校の土、日曜
日の部活動を地域の指導者に移行するということで、現
在、教育委員会で準備を進めています。
　一番の大きな課題は指導者の確保や施設の確保があ
り、どの部活も地域の方に指導をしていただく体制はま
だ無理があります。
　教育委員会では、ある程度指導者が揃っている競技か
ら関係者と十分な協議の場を設けて徐々に移行していく
考えです。
　全部の競技を一斉に令和５年度から移行することは無
理ですが、令和５年度以降の中学校の部活動のあり方に
ついて、しっかりと取り込んでいきたいと思います。
　また、施設の利用についても検討をしていきます。

ー

7

　高齢者が運転免許証を返納すると、タクシー券が交付
されますが、金額には上限があり永久には使えません。
　豊岡地区民生委員児童委員協議会の定例会の中で、高
齢化が進み、年金生活の人や一人暮らしで、しかも隣同
士の付合いもない人が病院や買物に行く移動手段が無
くなり、良い方法がないか考えていかなければと話題に
なりました。

　公共交通及び移動手段の確保は市でも重要な課題とし
て考えています。基本的には、公共交通の路線バスや鉄
道を利用していただき、市街地などで買物や病院に行っ
ていただくのが一般的です。
　公共交通がない地区、又はバス停や駅まで遠い地区の
地域内交通については、市でも有効な手段は見つかって
いません。これだけ広い地域ですべての地区に市営バス
を走らせたり、デマンド交通の区域を拡大していくことは
財政的に難しい状況です。
　市では地域の方や地域以外の方々の助け合いにより、
移動手段を確保していただくことを推奨しています。た
だ、高齢化が進み「そのような取組ができない」、又は「ど
のような取り組みが必要なのかわからない」ところもあ
るので、今後、それらの仕組み作りを考えていきたいと
思います。

ー
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　市県民税の非課税世帯は送迎を利用できる制度があり
ますが、息子と生活をしている母親が通院や買物に行く
時には制度は適用されず、また、息子の協力が得られて
いないケースがあります。今までは母の妹が月に何度か
来てくれていましたが、車の運転をしなくなり、今は来て
いません。
　地域包括支援センターに相談をしたが、市県民税の課
税世帯は送迎の利用はできないとのことです。
　個々の家庭状況をふまえると矛盾があるような気がし
ます。

　移送サービスについては、65歳以上の一人暮らしまた
は高齢者のみの世帯の方、自ら移動することが困難な方
であることや、市県民税の非課税世帯等が要件になって
います。今回は、同居者がいるので該当にならない話か
と思います。
　身体の状況や経済的状況など個別の様々な事情があり
ますが、一定のルールとして整理をさせていただいてい
ます。
　移送サービスの他にも、料金は掛かりますが福祉有償
運送など様々な仕組があるので、事例に応じて地域包括
支援センターとその方にとってより良いやり方を検討し、
市としても適切なサービズを提供していきたいと思いま
す。

ー

9

　高齢になり運転免許証を返納したいが、それに代わる
ものがあるかを地域包括支援センターに説明をしていた
だいた。
　介護保険は認定を受けていないので介護サービスは利
用できず、シルバー人材センターの移送サービスは利用
できるが、人工透析をしている方が優先なので空いてい
る時に利用してもらえればと言われました。
　回数や台数を増やすことは難しいのでしょうか。

　人工透析の通院のために利用する方を含めて、利用希
望者が多く、移送サービスは非常に厳しい状況になって
います。
　必要に応じて車両の台数を増やすなどの対応をしてき
ましたが、予約が混んでいるため希望通りには使えてい
ないのが現状です。
　すべての要望には応えられないが、今後、対応策や方向
性を考えていきたいと思います。

ー

10

　大桑小学校には立派な小鳥小屋と飼育小屋があります
が、何も飼われていなく殺伐としています。
　鳥インフルエンザなどで飼育は大変だと思いますが、子
ども達の情操教育とか命を大切にする面からも動物から
学ぶことは多いかと思います。

　動物等の飼育については、鳥インフルエンザの関係や、
以前、小動物を飼っていた際に野良犬等の侵入により荒
らされた事例があり、最近は使用していないと聞いてい
ます。
　子ども達にとって生き物を飼うことは大切なことだと
思いますので、今後、飼育が可能か学校と協議しながら
考えていきます。

ー

4 



No.
ご 意 見 ・ ご 質 問 等

発 言 要 旨
市 の 回 答 要 旨 対応結果または対応方針

11

　講話の中で将来の日光市を、「魅力」いっぱいで、「人」
がつながり、「未来」かがやくまちにするための計画を策
定したとあるが、日光市に対してあまり魅力が感じられ
ないというのが私の率直な意見です。
　以前はあった結婚式場や産婦人科がなくなり、子ども
を産めと言われても日光市で産むのはなかなか難しい。
また、結婚式場がないので結婚式は地域外で挙げる。
　魅力が感じられない、不安な所で生活していくのは難し
いと感じました。

　産婦人科については日光市内では大沢に一つありま
す。ただ、以前に比べると産婦人科が減っているのが現
状です。
　人口減少により、産婦人科の需要がなくなると、病院も
やっていけない部分もあります。
　ただ、市としては地域医療を守るため、必要な部分へ支
援をし、産婦人科や小児科の新規の医療機関の整備につ
いては、助成をする仕組みをとっている所です。
　なかなか難しいところもまありますが、引き続き検討等
をしてまいります。
　結婚式は、最近ではレストランウエディングのようなも
のが多いようですが、日光市には少ないのが現状です。
　その代わりに結婚式を二社一寺や神橋で行うことが注
目されてきています。遠方からくる方も二社一寺で結婚
式をやるのは、すごく憧れがあるようには伺っています。
　都会にないものが、人によっての魅力にもなってくると
思います。
　人々の過ごし方やライフスタイルも変ってきています。
都会志向よりもワーケーションやサテライトオフィスもあ
りますが、少し離れた地方に行くような流れもあります。
今、特にコロナ禍によって二拠点居住で、平日は仕事で
都会にいるが、土、日曜日の週末は地方に行くという新
しい生活スタイルもできており、そういう時に選んでもら
えるような工夫が必要だと思い、現在、取組みを進めて
いるところです。
　日光市には世界遺産もあり、環境や景色も他の地域に
比べると素晴らしいものがたくさんあります。こういうも
のを魅力として考えるというのも一つ大きなプラス要因
となります。
　都会と同じもので勝負するのではなく、日光らしさ、地
域らしさをもっと出していきながら、そういうものを求め
ている人をどう呼び込むかが重要だと思っています。
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